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１． はじめに 
小金井市は、落ち着いた農住混在の小さな町です。 
 新田開発で江戸の人口増大に伴う食糧確保を目的と
した、新田開発の農村集落として発展しました。 
 
Fig.1.東小金井駅より南面ファサード 
 
現在、市内の生産緑地は減少傾向にある一方で、人口
はゆるやかに増加しベットタウンとして変化する途上に
あります。一方で、市内に残った小規模農家では、大規
模農家とは異なった特色ある農業（西洋野菜・江戸東京
野菜の栽培）を行っています。 
東京の郊外都市である小金井市内には文化施設「江戸
東京たてもの園」と東京農工大学の「繊維博物館」があ
ります。この 2 つで、江戸東京の「住」と「衣」にふれ
ることができます。そこに加えて、市内農家が栽培して
いる伝統の江戸東京野菜を提供する場を作ることで、江
戸東京の「食」を体験できるのではないかと考えました。 
ここでは博物館のような文化施設としてではなく生活
の一部になるようなマーケットを考えます。 
敷地として選定した東小金井は北口駅前区画整理によ
り駅前を中心に居住地化が進んでいます。 
そこにマーケットを設計する際、集合住宅と一体とな
ったマーケット、暮らしの中で江戸東京野菜に触れるこ
とのできる場所を作ることができるのではないかと考え
ました。 
  
２． 設計に関して 
1)ヴォリューム 
 
Fig.2.東小金井駅より南面ファサード 
 
全体ヴォリュームは周辺の低層なヴォリュームに合わ
せて低く抑えます。 
 
Fig.3.俯瞰図 
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2)構成 
各居室が日照や通風を確保できるように、市松模様状
の住戸配置になっています。 
 
Fig.4.2f 平面図およびダイアグラム 
 
明確に商と住の境界を付けるのではく、つながりを持
たせながら分けることを考えました。マーケットと集合
住宅は、各住居がもつ吹き抜けによって関係づけられま
す。５Type の住戸ユニットが結合し、マーケットの天井
高に変化を付けます。 
 
 
Fig.5.商・住の境界 断面図およびダイアグラム 
 
 
Fig.6.各住戸ユニット 
 
3)構成要素 
マーケットでは吹き抜けから住民の生活や気配を感じ
ます。 住居はプライバシーの階層性があり。 階段・
廊下ベランダを吹き抜けに面して配置し、居室はボック
ス状に壁で覆います。 
吹き抜け・住戸のセミプライベートな廊下や階段が、
商・住の境の空間になっています。 
住戸の階段は吹き抜けに対して張出し、上下階をつな
ぎます。 
  
Fig.7.住戸ユニット内観 プライバシーの階層 
 
一住戸に一つづ吹き抜けがあり、各住戸は各一つの吹
き抜けに対して透明ガラスで開き、他の吹き抜けに対し
ては半透明ガラスで仕切られます。 
住戸が中心に中庭を持つとき、本来であればそこはプ
ライベート空間の延長になります。 
本計画では、中庭にあたる場所に、マーケットと共有し
ているような吹き抜けを設けました。 
  
Fig.8.住戸とマーケットの関係 
 
住戸の各層は吹き抜けを中心に立体的に配置され、居室
は閉じ動線空間が吹き抜けに対して開きます。 
マーケットでは吹き抜けを通し、住民の生活や気配を感
じ、住居では吹き抜けから日射や通風を行います。 
吹き抜けによる商・住と異なる２つのプログラムの複
合の相乗効果を生み出しているのは、２つの境を空間と
してとらえることではないかと考えています。 
 
３． 結び 
 
Fig.9.マーケットから吹き抜け見上げ 
 
マーケットは、単に商売をするためだけの経済の場で
はなく、そこに住んでいる人たちが、共に住まうことを
確認する共時性のある場です。この「共時性」こそが、
マーケットの本質的な場所性であると考えています。本
計画の中では、マーケットを、訪れる場所として魅力的
な、生活感漂う「その場所ならではの場所」としてある
ためにどうしたらいいのかという事を設計を通して考え
ました。 
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概要 
・敷地東小金井北口前区画 
・用途共同住居 ファーマーズマーケット  
・敷地面積 2800 ㎡ 
・建築面積 1870 ㎡（≦建蔽率 80％） 
・延床面積 6640 ㎡（≦容積率 300％） 
・用途別面積 
共同住居  3670 ㎡ 
マーケット 1870 ㎡ 
（共用キッチン 210 ㎡ レストラン 190 ㎡ 店舗 
200 ㎡）  
託児所 154 ㎡     
地下駐車場 1900 ㎡ 
・住戸数 
２５戸 
Type A 96 ㎡ 10 戸 
Type B 96 ㎡ 11 戸 
Type C 128 ㎡ 1 戸 
Type D 96 ㎡ 2 戸 
Type E 129 ㎡ 1 戸 
密度 300 人/ha（４人暮らしを想定） 
・住戸形式メゾネット形式 
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